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A 大学の学部生及び大学院生 198 名 














































図 1	 パス解析の結果 
 
4．考察 
	 本研究の結果から、幼少時の養育者から
の反復的なトラウマ経験が、すなわち成人
後の不適応的な行動につながるのではな
く、個人の中にあるレジリエンスの力が重
要であることが明らかになった。これによ
り生育時にリスクの多い環境に置かれて
いたとしても、適応的な生活を送っている
人々がいる点も説明された。また、養育者
からの非受容的な経験認識は、レジリエン
スを低下させる傾向があることも示され、
このことが結果的に行動の問題につなが
っていくように見せていることが分かっ
た。 
したがって、過去に反復的なトラウマを
経験し行動の障害を呈している個人にお
いても、後天的にレジリエンスを高めてい
くことができれば適応的な生活を送れる
ようになること 
が示唆され、このことは心理臨床場面にお
いて有益な援助を行うための一つの方針
として捉えることができる。 
 
5．今後の課題 
	 本研究の課題としては、まず性差につい
ての検討がなされていないこと、次に調査
対象者の年齢が18歳から22歳までに集中
していたことがあげられる。また否定経験
認識が多くてもレジリエンスが高い一群
が全体の 5％程度認められており、それら
が全体の傾向に反する特徴を示している
ことについて、質的な検討を今後行ってい
くことが必要であると考えられる。 
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